
直接的な効果 「雇用＋h」の効果【ふるさと基金事業】

ü 雇用創出のための基金事業は、雇用創出による失業者の吸収により、地域雇用改善に貢献
（平成２１年度末までの実績：ふるさと基金事業２．４万人）

ü 「雇用＋h」効果として、①これまで行き届かなかった分野での住民サービス向上、②地域経済の活性化・地域産業振興

ü ふるさと基金事業では、基金終了後においても、雇用継続が期待される事業として実施されている

雇用創出のための基金事業による「雇用＋h」効果

高知県
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

地域の高齢者、障害者、子どもなど誰でも気軽
に集え、施設利用や生活支援サービスを受け
られるような支え合いの拠点づくりをしている

◆ フレキシブル支援センター
事業

２１年度（実績）８１人

２２年度（計画）１２６人

☆ 地域で支え合う新しい交流拠点づくり

・「あったかふれあいセンター」設置数
２１年２２市町村２８所Ҝ２２年２９市町村３８所

・制度の隙間で見過ごされがちだった行政
サービスが可能となり利用者に好評

山梨県
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数◆ 企業内保育所設置事業

事業主が従業員用に企業内保育所を設置し、
専任の保育士を常駐させている

２１年度（実績）１９人

２２年度（計画）２４人

☆ 仕事と子育ての両立支援に

・県内４つの企業（韮崎市等）に開設され、
２３人の子どもが入所している

・勤務の休憩時間に親が顔を出せるので好評

福島県伊達市
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数

ひとり暮らしの高齢者むけに、地産地消の食材
で作った昼食の配送サービスを行っている。食
事は手渡しで配り、安否確認にもつなげている

◆ 高齢者食の自立支援事業

２１年度（実績）１１人

２２年度（計画）１４人

☆ 高齢者の生活をサポート

・これまで２２７名の登録者に配食サービスを
実施。地元食材を使い、利用者から好評

・安否確認では、緊急対応を行ったケースが
１件あり、高齢者の見守りにも役立っている

沖縄県
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数◆ 放課後児童クラブ支援事業

学童クラブ運営の充実や、那覇・県南地区の
クラブ間の連携を深め、人材育成上の課題
や情報共有を図るために、学童保育指導員
を学童保育支援センターに配置している

２１年度（実績）１５人

２２年度（計画）１４人

☆ 地域ぐるみの子育て環境整備

・センター開設以来２２０ヶ所の学童クラブを訪問
し、地域内ネットワークづくりに取り組んでいる

・学童保育指導員向け研修会を２０回開催し、
保育の質向上に取り組んでいる



直接的な効果 「雇用＋h」の効果【ふるさと基金事業】

群馬県高崎市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数◆ 障害施設授産製品の 販売

及び就労支援事業

市内２０の障害者施設で作られた授産品を集め
た店「Ｌｉｎｋ」にて展示販売する。接客販売や併
設の喫茶コーナーでの就労体験により障害者の
就労を支援している

２１年度（実績） ６人
（うち障害者 ３人）

・２２年３月からの５ヶ月で、２万人近くが訪れ、
３２６万円を売上げるなど利用者から好評

２２年度（計画） ６人

北海道
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

授産施設の受注確保のため、地元企業から
の発注ニーズの把握や授産製品の売込みを
行う地域営業スタッフを配置している

☆ 障害者とともに歩む社会づくり◆ 授産施設における販路
開拓推進事業

２１年度（実績）６人

２２年度（計画）８人 ・授産施設の安定運営の支援を通じた障害者
の自立生活のサポート

（道内７ブロックに配置）

・製品を登録している授産施設数
１５８施設（２１年９月）Ҝ３８３施設(２２年６月)

栃木県栃木市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

２１年度（実績）１人

２２年度（計画）２人

愛知県西尾市
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数◆ 不登校・不就学児童等
特別支援事業

不登校や、学齢期の不就学の日本人及び外国
人児童に対し、就学に向けた日本語の指導や
授業遅れに対する学習支援を行っている。

２１年度（実績）３人

２２年度（計画）３人

☆ 外国人児童等に対する就学支援

・これまで就学支援教室をのべ１３９日開催。
アフタースクールを含め、のべ１，１４３人参加

◆ 在住外国人支援事業
☆ 在住外国人の生活環境の整備

・窓口の明確化により、相談件数が前年度７０
件から３１８件に増加

・不登校、不就学児童のうち、９人が就園、就
学に結びついた

・日本語講座を中心にした就業支援セミナーを
３回開催

専任の相談員が、市内に住む1,000人超の外
国人から寄せられるゴミの分別や公共料金の
払い方等の生活相談に乗っている

☆ 障害者の社会参加の推進

・就労体験した障害者からは「目標を持ってい
きいきと仕事に取り組んでいる。」との声



直接的な効果 「雇用＋h」の効果【ふるさと基金事業】

岩手県大船渡市
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数Ợ

三陸鉄道南リアス線（盛～釜石３６．６キロ）の車
内でアテンダントが観光案内や乗車券販売を行
い、高齢者・障害者の乗降サポートもしている

２１年度（実績）２人

２２年度（計画）２人

☆ 新たなサービスにより観光客増加を狙う

・これまで｢うみねこ餌付け列車｣を76本催行。

イベント列車内では「たらじがね（なまはげに
似た風習）」実演を10回開催し、好評

・漬物、お菓子などの産直コーナーを設置した
産直列車の運行本数は対前年比10％増加

☆ 雇用創出数
青森県

ふるさと基金事業

津軽鉄道（五所川原～津軽中里２０．７キロ）を
走る車内で沿線の観光ＰＲをしている。季節に
合わせてストーブ列車、鈴虫列車、七夕列車

◆奥津軽トレインアテンダント
配置事業

２１年度（実績）７人

２２年度（計画）７人

☆ 観光資源を誘客につなげ地域活性化に

・アテンダントの配置は県内で大きな話題に

・太宰治の生誕１００年とも重なり、津軽鉄道
利用者は３２万人（対前年比７％増）
前年比増加があったのは３５年ぶり

栃木県栃木市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

２１年度（実績）３人

２２年度（計画）３人

◆ 観光循環バス運行事業

｢蔵の街｣観光の足として、土日祝日の市内循
環バス「のらっせ号」を増便し、あわせて駅前
観光案内所での案内をしている

☆ 観光客等の利便性の確保

・バス利用者数が前年同期間比（５ヶ月間）で
４割近く増加

☆ 雇用創出数◆ 離島特産品販売・開発
支援事業

沖縄県
ふるさと基金事業

☆ 離島の継続的・自立的な産業活性化

２１年度（実績）１７人

２２年度（計画）１４人
石垣島の黒糖バナナや、粟国島のにがりなどの

特産品を店舗（那覇市、豊見城市）販売し、県内
離島のＰＲを展開。各島の案内パンフも配布

・現在、２１島の計１２８０アイテムを取扱い、
１日に１０．６万円を売り上げた（豊見城店）

・売れ筋商品などの情報をもとに、商品の改善
や開発のヒントとする

（雇用人数を増員の方針）

愛知県名古屋市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

織田信長、豊臣秀吉ら名古屋ゆかりの武将６
人と陣笠隊が観光案内を行い、記念撮影に応
じる。週１回は、殺陣、寸劇、甲冑ダンスを披露

◆ 「武将都市ナゴヤ」
おもてなし隊事業

２１年度（実績）１４人

２２年度（計画）１４人

☆ 積極的な誘客展開による観光振興

・「おもてなし武将隊」結成後、名古屋城の観
覧者数が２５％増加



直接的な効果 「雇用＋h」の効果【ふるさと基金事業】

岐阜県高山市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

静岡県沼津市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

２１年度（実績）５人

２２年度（計画）５人

◆ 空き店舗を活用したまちなか
への誘客・回遊性向上事業

年間４５０万人を誇る観光客を中心市街地に誘導
するため、空き店舗を利用したカフェ、さるぼぼの
実演販売ショップ、飛騨農産物のアンテナショップ
などを運営している

２１年度（実績）８人

２２年度（計画）９人

☆ さらなる産業・観光戦略強化の拠点整備
・5店舗合計73,000人以上が来店（21年6月開設）

・iPhoneのアプリ｢ふらっと案内｣を活用した街
中への誘客を図る取組はマスコミ等から反響も

◆ 沼津の自慢産品発信事業

沼津を代表する「茶」「干物」「みかん」など
７０品目の地場産品を集めたアンテナ
ショップ「沼津自慢屋」を運営している

☆ 地場産品の販促による商店街活性化

・営業期間中（６３日）、約３，９００人が来店、
約３７０万円を売上げた

・市民や観光客へ沼津の物産を広くＰＲでき
商店街の活性化につながっている

佐賀県
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数◆ 肥前浜宿 ふるさと産地

直売所「空き家」活用事業

重要伝統的建造物群保存地区で、長年使われ
ていない古い酒蔵を活用 した産地直売所を開
設し、地元農産物や魚介類を販売している

２１年度（実績）４人

２２年度（計画）４人

☆ 観光資源発掘による地域活性化

・平成２１年度、約１万４，０００人が来客し、
約９００万円を売上げた

・観光客の滞在時間が長くなり、肥前浜宿の活
性化につながった

岩手県久慈市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数◆ べっぴんの湯商品開発

及び販路開拓事業

高アルカリ度泉質の山根温泉・べっぴんの湯と
いった温泉資源を活かした商品開発、販路拡
大を図っている

２１年度（実績）３人

２２年度（計画）３人

☆ 地域資源を活用した新商品の開発

・温泉水を活用し開発した『せっけん』と『携帯用ﾐｽﾄ』
は、首都圏や九州などでも販売
Ҝ当初計画していたせっけん６７００個、ﾐｽﾄ６３００本
の販売目標を１万個、８０００本に上方修正
・今年度中には入浴剤もラインアップに加える予定

・5店舗合計73,000人以上が来店（21年6月開設）

佐賀県
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数
◆ 観光商品開発事業

２１年度（実績）４人

２２年度（計画）３人

☆ 観光資源の見直しにより観光客増加を

・佐賀城下ひなまつりで新企画を実施し、観光
客数（８．４万人）が前年度比５５％増加

・経済効果は６億円強と試算（前年比１３７％）

エージェントに売り込める新しい観光商品
の発掘・開発を行うとともに、既存イベント
のＰＲ見直しに取り組んでいる



直接的な効果 「雇用＋h」の効果【ふるさと基金事業】

広島県
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数◆ 広島こだわり野菜創出

普及促進事業
２１年度（実績）１１人

２２年度（計画）８人

☆ 地域色を活かした農産物の普及

滋賀県
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

青森県
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数◆ りんごスイーツ情熱

プロデュース事業

スイーツの商品販売の戦略立案や、青森駅
前での効果的なＰＲを展開している。新たな売
れる県産品販売のビジネスモデルづくり

☆ 特産品を活かした地域活性化

・スイーツコンテスト開催（２１年８～１０月募集）、
３１６作品中１２作品を商品化、販促中２１年度（実績）６人

２２年度（計画）８人 ・ りんごの新たな魅力に気づいたという声が
多数。消費増、生産増に期待

◆ 外国人による滋賀県産の
食材を活用した配食事業

県内のブラジル人学校３校が農園経営に進
出し、外国人労働者を雇用して農産物を栽培
している

２１年度（実績）４人

２２年度（計画）１０人

☆ 農産品を活かした新事業の展開

・日系ブラジル人等１０名を雇用（２２年度）し、
外国人労働者の農業分野への就業を促進

・レタス、ルッコラ等約２トンを収穫。県内の外
国人学校の給食に活用を計画している

笹木三月小大根や青大きゅうりなどの有望品種
の選定や種子の増殖によって種子提供体制を
整え、広島ならではの野菜の普及を図っている

・広島の伝統野菜５００品種の特性検査により
有望品種５４点を選定・種子増殖を実施

・２２年８月から県内の農業法人や生産者団
体等に種子を供給し，産地化を図る予定

☆ 雇用創出数

かつて市内一帯で栽培されていた和綿「伯
州綿」を、耕作放棄地に栽培、復活させ、伯
州綿製品のブランド化に取り組んでいる

◆ 伯州綿を活用した雇用・
産業創出事業

２１年度（実績）５人

２２年度（計画）５人

☆ 耕作放棄地の解消、特産品の復興

・耕作放棄地を活用した１ｈａの畑から６６８キロ
の綿を収穫

鳥取県境港市
ふるさと基金事業

・タオルやストールの他、強い弾力を持つ特長
を活かしてベビー服等を製作している

岩手県
ふるさと基金事業◆ いわて６次産業化

チャレンジ支援事業

県産品を活かし、単なる素材生産から、高付加
価値の加工品生産、ネット販売など農林水産業
の６次産業化を支援し経営高度化を図っている

☆ 生産者の収益増、新商品の開発☆ 雇用創出数

２１年度（実績）６０人

２２年度（計画）７２人

・畜産農家が、牛肉加工品開発と直営レストラン
経営など経営の多角化（レストラン３０人/日）

・農家と製パン業者が連携し、県産雑穀栽培か
ら新商品の開発・流通まで一体的実施



山梨県甲斐市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

赤坂台地の「赤」にちなんで、耕作放棄地を活
用し、トマトの水耕栽培を行っている。新たな特
産品とするため、販路拡大やブランド化の方策
も検討中

和歌山県
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

水害等により生産が激減したわさび「真妻種」
復興のため従来の生産技術の伝承に加え、平
地でも栽培可能な生産システム確立とブランド
化を図っている

◆ 真妻わさびの里復興事業

２１年度（実績）２人

２２年度（計画）２人

☆ 特産品の伝承と復興

・中学校跡地を利用し、ボックス栽培（４０箱６４０
本）による試験栽培を実施

・荒廃したわさび田２００㎡の復興を目指している

◆ 農業活性化事業

２１年度（実績）２人

２２年度（計画）２人

☆ 地域農産物のブランドﾞ化

・２２年度は約２０トンのトマト収穫を見込む

・市、生産者、ＪＡ、商工会など広く地域関係者
を集めた協議会にて、生産流通体制を研究

・百年の歴史ある特産品の復興に期待

秋田県
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数

総合ポータルサイトを活用したグリーンツーリズ
ムの情報発信や、農産物直売所（県内11店舗）
で地場産野菜等の売り込みを行っている

◆ グリーンツーリズム活用
型雇用創出事業

２１年度（実績）１２人

２２年度（計画）２１人

☆ 新たな発信チャンネルによる顧客獲得

・ポータルサイトへのアクセス数が４か月間
（２２年４～７月）連続で６万件超え

・農産物直売所11店舗（能代、大仙、横手等）
での売上が、対前年比で２０～３０％増加

☆ 雇用創出数◆ 地域資源活用ふるさと
雇用再生事業

２１年度（実績）６人

２２年度（計画）７人

☆ 地産地消の拠点づくり
・月平均７千人の来客。地域の憩いの場にも

・観光客向け宅配サービスも好調。地元農水
産物の売り上げに貢献

長崎県壱岐
ふるさと基金事業

観光体験型農園、地元素材を活用した加工
品の製造・販売と地産地消の促進により農
業振興を図っている

直接的な効果 「雇用＋h」の効果【ふるさと基金事業】

☆ 雇用創出数◆地域人材育成 プログラム事業
石川県

ふるさと基金事業

県内の基幹産業（機械、繊維等）において、
受入れ企業で働きながら、職務に必要な技
能や知識習得のための研修を受けている

２２年度（計画）５０人

（機械２０人、繊維１０人、
食品１０人、ＩＴ１０人）

☆ 地域産業全体の人材育成の底上げ

・機械産業の業界団体Ҝ「県下７００社の技術力
アップにつなげられる」

・研修ノウハウを持つ業界団体が、産業の実情
に即した効率的な研修を展開



和歌山県田辺市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数
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◆ プラスチックリサイクル事業

２１年度（実績）３人

２２年度（計画）３人

・地区のプラスチックごみ年間１６００トンのうち、
３６４トンをリサイクルし、約１，０００㎥分の埋
立量を軽減

佐賀県
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

大分県豊後高市
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

◆大学連携地域活力創出事業

地域と大学を結ぶ相談窓口「からつ大学交流
連携センター」を開設し、大学の研究内容を市
内の団体などに活用してもらうとともに、地場
企業と大学との橋渡しを行っている

２１年度（実績）３人

２２年度（計画）３人

☆ 大学連携による地域活力の創出

・九州大学、佐賀大学、早稲田大学が事業参画

◆ オンラインショップ開設
支援事業

ＩＴ活用による地域づくりを目指すＮＰＯ法人が、
地域密着のネットショップ「田舎ん市場」を開設
し、さまざまな業種の参加者を増やしている

２１年度（実績）４人

２２年度（計画）４人

☆ ＩＣＴ活用による地域商業の活性化

・１４２社が参加、月間２．３万人が来客

・ 廃棄物最終処分場の延命に貢献

埼玉県秩父市
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数

間伐材のチップを蒸し焼きにした際に発生す
るガスを利用し、「木質バイオマス発電所」を
稼働させている

◆ 森林バイオマスによる
循環型社会構築事業

２１年度（実績）８人

２２年度（計画）８人

☆ 循環型社会づくりの取組み

・１月あたり２０トンの間伐材を利用し、約５０世
帯分の使用電気を発電している（１時間あたり
１１５キロワットの発電量）
・ 燃焼時に生じる熱で温泉施設の温泉供給も

☆ 循環型社会づくりの取組み

・これまで市民、企業、団体から５９件問合せ

・大学連携によるセミナー、ワークショップを５０
回開催

・概ね好調な売り上げ。中にはネット販売実
績が３倍以上になった商店も

ҧ ココまで

愛媛県
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数◆ 中心商店街創業者支援
（チャレンジショップ）モデル事業

２１年度（実績）３人

２２年度（計画）３人

☆ 中央商店街の賑わいづくり

・２１年９月オープン以降、合計約5,600人が来店し、
約200万円を売上げた。

・他店と合同でかわら版を作成するなど、店舗紹
介を行うことで、来店者やリピーターが増加。

中央商店街の空き店舗を活用して、若者らの新
規開業を支援するチャレンジショップを開設し、
各チャレンジャーの経営サポートを行っている

直接的な効果 「雇用＋h」の効果【ふるさと基金事業】



秋田県
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数◆ 出会い・結婚支援事業

結婚希望者の出会いを支援する「結婚支援セン
ター」を開設し、結婚コーディネーターがイベント
企画や企業とのネットワークづくりをしている

２１年度（実績）４人

２２年度（計画）５人

☆ 独身男女の出会いの場面づくり

・これまで出会い・結婚イベントを計２６件開催、
独身男女約５００人が参加

・独身男女や親から｢結婚相手を紹介して欲し
い｣など１１０件を超える相談が寄せられている

愛知県豊田市
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数

宮城県大崎市
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数◆ 鳴子温泉地域さとやま
定住化促進事業

循環型社会の構築にむけ、地域住民と連携し
ながら、放置林の整備や農作業を行い、これら
の活動を通じて定住化促進に取り組んでいる

２１年度（実績）１０人

２２年度（計画）１０人

☆ 定住化促進と農林業の担い手づくり

・大崎市以外から７名の移住実績。定住化
に向け農林業の技術習得を行っている

・後継者不足で途絶えた炭焼き作業など
地域住民と協力して再開準備をしている

◆ 中山間地域の産業育成・
定住事業

都市部の若者を中山間地域の空き家に定住
してもらい、耕作放棄地で農業に携わり、持続
可能な農山村暮らしを実践している

２１年度（実績）１１人

２２年度（計画）１１人

☆ 若者の中山間地域への定住と就農支援

・耕作放棄地３万㎡余を農地復元し、ナス、キュ
ウリ等の有機無農薬野菜を栽培

・若者が地域の祭りに参加するなど地域内
交流にも貢献

東京都あきる野市
ふるさと基金事業

☆ 雇用創出数

都の無形文化財指定の手漉き和紙「軍道紙」
（ぐんどうがみ）の伝統継承のため、後継者の
育成を図っている

◆伝統技能（軍道紙）継承事業

２１年度（実績）４人

２２年度（計画）４人

☆ 後継者の尐ない伝統技能の継承

・事業開始までは、紙漉き技術を持っている
職人は３人で、技能途絶が懸念された

・市内１８の小中学校、１１８０名の卒業証書に
軍道紙が使用された

宮城県蔵王町
ふるさと基金事業 ☆ 雇用創出数

後継者不足に悩む伝統こけし「遠刈田系」製作
の見習い工人が、職人に弟子入りし、工具の製
作やろくろを使った挽き方、絵筆による描彩など
の修業に励んでいる

◆ こけし職人後継者育成事業

２１年度（実績）３人

２２年度（計画）３人

・修業で初めて製作した木地玩具「えじこ」を町
長にお披露目（２２年７月）

☆ 後継者の尐ない伝統技能の継承

・８月から本格的なこけし製作修業に入り、
一人前の工人を目指す

直接的な効果 「雇用＋h」の効果【ふるさと基金事業】


